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資産のデジタル化による
地方創生について
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主要投資家

前澤友作氏(個人)東京大学エッジキャピタル 三井住友銀行

ボストンコンサルティンググループにおいて、同社のデジタル事業開発部門であるBCG Digital 
Venturesにて東京オフィス最年少のVenture Architect（投資・事業開発担当者）として日本及び
中国でのプロジェクトに従事。2018年に株式会社HashPortを創業し、代表取締役に就任。また、
日本暗号資産ビジネス協会理事、東京大学工学系研究科共同研究員、慶應義塾大学グローバルリ
サーチインスティテュート「暗号資産研究プロジェクト」共同研究メンバー。

代表取締役CEO 

吉田 世博

取締役CTO

林 孝之

2004年に株式会社ワークスアプリケーションズ入社。2014年に同社会計シリーズプロダクト責
任者に就任し、エンジニアやQA、コンサルタントを統括。2019年6月に株式会社ニューズピック
ス入社。PdMチームの立ち上げを経て、2020年8月に執行役員VPoEに就任し、プロダクトチーム
の組織作りや採用を推進。2022年4月に株式会社HashPortの取締役CTOに就任。

経営陣

取締役CAO

堀田 昂慈

2014年司法試験に合格。2015年岩田合同法律事務所へ入所。ジェネラルコーポレート（株主総
会対応等）・訴訟・危機管理を中心に従事。 2018年 メガバンク法務部に出向し、戦略・国際法
務チームで新規事業開発等に関する法務を多く担当。2020年 LINE株式会社に入社し、金融部門
のセキュリティ/プライバシーを担当、2021年よりマネージャーとして活躍。2022年6月、
HashPortに入社。2023年2月に取締役に就任。
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HashPort会社概要

社外役員
社外取締役

郷治 友孝
社外監査役

・日本ベンチャーキャピタル協会会長
・UTEC代表取締役社長CEO

志村 正之
・元㈱三井住友銀行専務執行役員
・BASE㈱、メドピア㈱社外取締役

白石 陽介
・日本暗号資産ビジネス協会副会長
・東京都DXフェロー

中田 高之（常勤監査役）
・元三井住友DSアセットマネジメント㈱
常勤監査役

染原 友博（非常勤監査役）
・公認会計士
・元ニューラルポケット㈱取締役CFO

斎藤 創（非常勤監査役）
・弁護士(創・佐藤法律事務所代表)
・三菱地所物流リート投資法人監督役員

会社 株式会社HashPort

代表者 代表取締役 吉田 世博

ミッション 全ての資産をデジタル化する

事業内容 ブロックチェーン関連システム開発事業

資本金 100,000,000円

設立時期 2018年7月

田中 宏延
・Morgan Stanley, Bain Capital出身
・複数のIPO支援実績

取締役COO

時田 一広
1995年インターネットイニシアティブ入社。日本初のネット専業証券トレードシステム開発など
証券や外国為替証拠金（FX）取引システム及び、法人向けITサービス事業を統括。2005年取締役、
2012年専務執行役員。
2018年ディーカレットを設立、代表取締役社長に就任し、2019年に暗号資産交換業登録、サー
ビスを開始。2024年6月よりディーカレットDCP副社長執行役員COOとして、同年夏に日本初の
預金型トークンのプラットフォームサービスをリリース。
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拡大するRWA（Real World Asset=リアルワールドアセット）市場

2022年現在の市場規模は3,100億米ドルで、2030年までに16兆米ドルの市場になると推定される

出典：https://web-assets.bcg.com/1e/a2/5b5f2b7e42dfad2cb3113a291222/on-chain-asset-tokenization.pdf

Real World Asset（RWA）：「現実世界の資産」を意味する用語です。具体的には不動産や株式、債権などの金融資産や、
美術品、ワインなど現物資産もあげられます。RWAを裏付けに、その権利をトークン化したものをRWAトークンと呼びます。

https://web-assets.bcg.com/1e/a2/5b5f2b7e42dfad2cb3113a291222/on-chain-asset-tokenization.pdf
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これまでの取り組み：Niseko Powder Token

▪ 東急不動産が推進するニセコリゾート発展プロジェクト「Value up NISEKO 
road to 2030 」の一環としてスタート

▪ NFTを活用することで、以下の実現性や課題検証を実施

▪ 他リゾート地区との差別化となる新たな顧客体験の創出
▪ 値がついていなかった観光資源の価値の可視化
▪ NFTの新規性を活かした新たなユーザー層の取込み
▪ デジタルチャネルを活用したユーザーとの継続的な接点頻度増強 etc

￥

ニセコ東急グラン・ヒラフ
＋周辺地域の体験等

ユーザー

施設運営
プロジェクト企画

NFT出品売上金

プロモーション
キャンペーン施策

情報発信

様々な体験
の提供

PLT決済
or

クレカ決済

NFT獲得

￥

P

P

プロジェクト全体像プロジェクトの狙い

背景となる問題意識
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ユーザーの利用フロー
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実績とインサイト

▪ NFTに刻まれた日付に、スキー場に先行入場し滑走できる
「アーリーエントリー権」を付与

▪ 利用対象期間は特に雪質の良い12月下旬〜2月末の計67日間。

▪ 例年は朝6時頃から並ぶことでしか得られなかった
「アーリーエントリー権」をNFTを購入すれば誰でも体験可能に。

以下の4つの体験をNFT（ニセコパウダートークン）として販売

①ニセコ東急グラン・ヒラフ スキー場のアーリーエントリー権

②グラン・ヒラフ レストラン「キングベル」の優先座席利用権

③地元カクテルバー「TOSHIRO‘S BAR」座席予約権

④コンドミニアムホテル「綾ニセコ」宿泊予約権

第二期（2023年12月~2024年2月）第一期（2022年12月~2023年2月）

外部NFT企業発行企業

ウォレット内に滞留し続けるNFTは、外部の企業
もアクセス可能であり、より広範囲な特典施策が

実施できることにより価格上昇が見込める

販売 特典配布

NFT

NFT保有者
限定の特典

を配布

実
績

イ
ン
サ
イ
ト

リアルでの運用体制
も整備

NFTを活用した
施設内周遊を企画
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貴社の
ネットワーク
で利用可能な
空き家の確保

貴社がアサインし
たデザイナーがリ

ノベ後の
イメージを示す

会
員
権N

F
T

投
資
家

結ぶ
投資家-発行者

動かす集める 動かす 集める

空
き
家
提
供
者

NFTの流動性と便
利さを活して海外
の投資家への広範

囲リーチ

貴社がアサインし
たデザイナーがリ

ノベ後の
イメージを示す

複数のNFT
マーケット

で販売・流通

動かす

結ぶ
投資家-利用者

集める

宿泊券NFT利用者

NFTマケプレに加え
貴社ネットワークで

宿泊券販売

地域への新たな旅行者の送客NFTを介して宿泊券が直接流通

NFTを介してグローバルの投資家から資金が地域に流入

宿泊券NFT

会員権NFT ・・・リノベされた空き家に毎年3泊（日付ランダム）宿泊できる権利を10年間付与

・・・リノベされた空き家に特定の日において1泊宿泊できる権利

加工して
+αの価値を乗せる

NFTの活用とマーケティングで
投資家にアクセス

行政とのつながから
地域キャピタルの仕入

加工して
+αの価値を乗せる

貴社ネットワークで
ユーザーに告知

貴社のリソースを活用
した付加価値やキャン
ペーンで旅行の目的を

作り出す

顧客基盤の
活用

旅行・移動
領域の販売

網活用

顧客基盤の
活用

“地域キャピタル”の1つである空き家をテーマに、NFTを介して投資家から資金を集めてリノベーションし、宿泊券の
NFTでの二次流通を行う。

RWA（Real World Asset）NFTによる”地域キャピタル”活用の可能性

空き家

文化財

お城

ローカル
線

社寺

自然

島

河川

・・

将来的に“地域キャピタル”
各領域のRWA化に適用可能
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現在の取り組み：大阪・関西万博でのweb3普及の取り組み

• EXPO 2025 デジタルウォレット：万博独自の電子マネー・ポイント・ステー
タスサービス・NFTの各金融サービスのゲートウェイとなるモバイルアプリ

- ウォレットID基盤：万博独自の各金融サービス及び連携サービスへの登
録・ログインが可能なID基盤提供

- SBTデジタルパスポート：SBTを活用してパビリオンやパートナーとデジ
タルウォレットが連携する際の基盤提供

- Web3用ウォレット：SBTやパビリオン連携や外部事業者連携で発行され
たNFTを保管するためのウォレット

プロジェクト概要 普及の規模

2,800万人以上と予想される来場者の約1/3に当たる

1,000万人以上の利用を見込む

7



8Copyright © 2025 HashPort Inc. All Rights Reserved.

NFTによるロイヤリティの形成（事業者連携）

大阪府、京都府、奈良市、神戸市、三井住友銀行、JR西日本、JAL、ANA、大阪外食産業組合などを含む
57の企業・自治体と既にNFTスタンプラリーやNFTロイヤリティプログラム等のコラボを実施済み
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行動データの可視化（経験値連携）
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明日発表される新機能：EXPOトークン
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EXPOトークンの仕組み

1EXPOトークン=ミャクぺや万博会場内決済に利用可能
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EXPOトークンの利用方法

「つながる」の
「ウォレットタブ」

「EXPOトークン」の
「交換」押下

金額を
タップして交換

ミャクペ!に
チャージ

チャージ金額を確定
ミャクペ!

ギフトコードに交換
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国内外プレーヤー

連携

金融機関

海外web3事業者

自治体

国内web3事業者

国内外の主要プレーヤーとの連携 αU経済圏との連携による利用者の拡大

将来の取組み：デジタル公共財としてのRWAプラットフォーム化(構想)

連携

共通のデジタル資産プラットフォーム

接続 接続

コンテンツ提供 利用者の案内

日本の地方の隠された価値のデジタル化と流通の実現
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